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研究成果の概要（和文）：高齢男性の睡眠に排尿関連因子（夜間排尿回数（2回以上、以下）、夜間多尿の有無、就眠
後第一排尿の長さ、最大尿流量率（10ml/秒以上、以下）睡眠時一回平均排尿量）がどの様に影響を及ぼすかどうかを
検討した。60歳以上の男性で1回以上夜間頻尿を有する52症例を対象とした。睡眠状態の評価は簡易型睡眠脳波計を用
いて評価した。睡眠効率に関しては夜間排尿回数が独立影響因子であり、深睡眠時間に関しては、夜間排尿回数および
最大尿流量率が独立影響因子であった。以上のことより高齢男性の睡眠状態を改善させるためには、夜間排尿回数を減
少せるばかりでなく、排尿状態の改善も必要である。

研究成果の概要（英文）：The aim of this study is to evaluate how urinary conditions influence the sleep 
state in older adults by using a portable EEG device.Sixty four subjects who were 60 years old or more 
and had one or more nocturia were enrolled. Sleep EEG was measured for at least two days in their home. 
We evaluated the correlations between sleep and nocturia factors in older adults.Fifty two subjects were 
ultimately examined. Sleep efficacy was influenced by Nocturia (2 times and more) in multivariate 
analysis. The length of slow wave sleep was influenced by Nocturia (2 times and more) and Maximum flow 
rate( (10ml/s and less)in multivariate analysis.
For the above reasons, not only the decrease of nocturia but the improvement of voiding difficulty were 
necessary to improve quality of sleep in elderly men with nocturia.

研究分野： 泌尿器科学
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１．研究開始当初の背景 
我々は、2008 年度より始まった 65 歳以上

の独歩可能な高齢者 4427 人を対象とした

community based longitudinal study であ

る藤原京 study より、高齢者の睡眠障害に

対する下部尿路症状の影響を検討したとこ

ろ、尿勢低下ならびに夜間頻尿が睡眠障害

に対する独立影響因子であることが明らか

とした(表 1)。

更に2010年度より clinic based studyの形

で夜間頻尿を訴える高齢者を対象とし、簡

易型睡眠脳波計を用いて高齢者の睡眠への

影響を評価したところ、夜間頻尿を有する

症例では成人例と比較して、中途覚醒時間

が著しく長く再入眠困難を呈している症例

が多いことが明らかとなった。 

 しかしこれらの結果では、実際の夜間の

排尿状態がどの様に睡眠に影響を及ぼして

いるかどうかは不明である。そこで、夜間

の排尿状態が高齢者の睡眠に与える影響を

簡易睡眠脳波計ならびに携帯型尿流量計に

より評価することにより、夜間頻尿のどの

因子（回数・時間・尿流動態など）が睡眠

に主に影響を及ぼすかどうかを検討するこ

ととした。 
 
２．研究の目的 
地域高齢者における夜間頻尿および夜間排

尿状態と睡眠障害の関連を明らかにするこ

とを目的とする。 

 
３．研究の方法 

藤原京藤原京 study に参加した高齢男性の

うち、IPSS の夜間頻尿の項目が 1 回以上

の 100 例を無作為に抽出し、研究に参加同

意の得られた 52 例を対象とした。 
 基本的に 3 日間連日の夜間簡易睡眠脳波

計測ならびに夜間排尿の携帯型尿流動態計

による測定ならびに質問票（国際前立腺症

状質問票、過活動膀胱症状質問票、高齢者

うつ指標）、超音波による経腹的前立腺体積

評価を行った。 
睡眠関連因子として総就眠時間・総睡眠時

間・中途覚醒時間・睡眠効率 、各睡眠段階

の出現時間 （REM・浅睡眠・深睡眠）を

取り上げ、排尿関連因子（夜間排尿回数（2
回以上 vs.未満）、就眠後第一排尿までの時

間（第二周期以内 vs. 以上）、夜間頻尿の

原因（夜間多尿 vs. 非夜間多尿）、尿流動

態（最大尿流量率（10ｍL/s 未満 vs. 
以上）、夜間最大排尿量、夜間平均排尿量））

がどの様に影響を及ぼしているかどうかを

検証した。 
また、中途覚醒時間と排尿関連因子の検証

も行った 
 
４．研究成果 
研究対象 52 の背景を表 1.2.3 に示す 
表 1 

 
表 2 

表 3 
 
 



 

 
A:睡眠関連因子と排尿関連因子  

睡眠関連因子のうち、排尿関連因子に差を認

めたものは、睡眠効率において、夜間排尿回

数、夜間多尿有無であり、深睡眠時間にお

いて夜間排尿回数、就眠後第一排尿までの

時間、最大尿流率であった。 
年齢を調整した状態で多変量解析をそれぞ

れ行ったところ、睡眠効率に関しては、夜

間排尿回数が、深睡眠時間に関しては、夜

間排尿回数および最大尿流率が独立影響因

子であった（表 4.5） 
表 4 

表 5 

 
B:中途覚醒時間と排尿関連因子 

 夜間排尿回数が 1 回以上認められた 42 症

例を対象とし、就眠後第一排尿時覚醒時間と

排尿関連因子との関係を検討した。  

 唯一、就眠後第一排尿が第二睡眠周期内に

排尿するものが覚醒時間が短かった（表 6） 
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